
界
遺
産
学
術
調
査
検
討
委
員
を
中

心
に
構
成
し
た
改
修
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
展
示
内
容
等
を
検

討
。
同
館
全
体
を
４
つ
の
ゾ
ー
ン

に
分
け
て
、
渦
潮
の
魅
力
と
世
界

的
な
価
値
を
分
か
り
や
す
く
伝
え

て
い
ま
す
。

　

特
に
う
ず
し
お
ゾ
ー
ン
で
は
、

鳴
門
海
峡
で
の
渦
潮
の
発
生
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
忠
実
に
再
現
し
た
水
理

模
型
や
巨
大
壁
面
・
球
体
映
像

が
幻
想
的
な
空
間
を
演
出
。
ま

た
、
体
験
学
習
ゾ
ー
ン
で
は
子
ど

も
ら
が
遊
び
な
が
ら

学
べ
る
渦
型
遊
具
も

あ
り
、
幅
広
い
年
齢

層
の
人
に
満
足
し
て

い
た
だ
け
る
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
館
は
、
年
中

無
休
で
午
前
９
時
～

午
後
５
時
ま
で
。
入

場
料
金
は
、
大
人

５
０
０
円
、
中
高
生

２
０
０
円
、
小
学
生

１
０
０
円
、
未
就
学

児
無
料
。

問
う
ず
の
丘

　

大
鳴
門
橋
記
念
館

　

☎
52
・
２
８
８
８
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自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
活
用
事
例
紹
介

▲２次避難所の阿万小学校体育館に集まる住民ら

▲豚汁の炊き出しをする自治会女性部

災
害
時
の
浄
化
槽
等
復
旧
に
応
援
協
定

5

大
鳴
門
橋
記
念
館 

う
ず
し
お
科
学
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

沼
島
の
さ
や
状
褶し

ゅ
う
き
ょ
く曲
が
県
天
然
記
念
物
に

阿
万
地
区
で
単
独
防
災
・
避
難
訓
練

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～  新しい夢の『はじまり』を創るために  ～

　

福
良
不
動
講
の
代
表
で
あ
る

内
海
覚か

く

信し
ん（
信
太
朗
）さ
ん
が

２
月
23
日
、「
平
成
29
年
１
月
５
日

の
寒
の
入
り
～
２
月
３
日
の
寒
の

開
き
ま
で
の
寒
行（
各
信
者
宅
を

托
鉢
）の
浄
財
を
福
祉
の
た
め
に

活
用
し
て
下
さ
い
」と
浄
財
を
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。ご
寄
附
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寄
附

▲助成事業で新調された、だんじりの水引幕

▲移転新設された志知駐在所

▲鳴門海峡の潮流を再現した水理模型と巨大壁面・球体映像が幻想的な空間を演出

▲辻内巡査長とご家族

　

沼
島
南
区
自
治
会
と
沼
島
中
区

自
治
会
で
は
、
宝
く
じ
の
収
益
を

財
源
と
し
た
（
一
財
）
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
の
「
平
成
28
年
度
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を
活
用
し
、

だ
ん
じ
り
備
品
の
修
理
と
新
調
を

志
知
駐
在
所
が
新
設
さ
れ
ま
し
た

　

だ
ん
じ
り
は
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
大
切
に
管

理
さ
れ
、
祭
り
を
通
し
て
、
よ
り

一
層
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成

が
図
ら
れ
ま
す
。

▲助成事業で新調された、吹流し

所
の
老
朽
化
に
伴
い
、志
知
鈩「
陸

の
港
西
淡
」
の
隣
接
地
に
移
転
新

設
さ
れ
た
「
志
知
駐
在
所
」。
３

月
７
日
に
開
所
式
が
行
わ
れ
、
地

元
自
治
会
長
ら
約
20
人
が
出
席

し
、
地
域
の
安
全
安
心
を
担
う
拠

点
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
駐
在
所
は
、
木
造
２
階

建
て
で
、
１
階
に
は
事
務
所
と
、

住
民
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

開
所
式
で
は
、
橋
本
眞
佐
男
南

あ
わ
じ
警
察
署
長
が
「
地
元
の

一
員
と
し
て
迎
え
て
い
た
だ
き
、

困
っ
た
こ
と
や
心
配
事
が
あ
れ
ば

気
軽
に
相
談
し
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
妻
と
子
ど
も
２
人
で
駐

在
す
る
辻
内
勇
摩
巡
査
長
は
「
地

域
に
親
し
ま
れ
る
駐
在
所
を
目
指

し
ま
す
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
警
察
署
の
高
屋
駐
在

　

災
害
時
被
災
地
で
各
家
庭
や
市

で
保
有
す
る
浄
化
槽
等
の
復
旧
に

か
か
る
応
援
協
定
を
３
月
１
日
、

一
般
社
団
法
人
兵
庫
県
水
質
保
全

セ
ン
タ
ー
と
締
結
し
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
県
知
事
よ
り

浄
化
槽
の
水
質
な
ど
の
検
査
機
関

と
し
て
指
定
を
受
け
て
お
り
、
浄

化
槽
の
メ
ー
カ
ー
や
工
事
業
者
、

保
守
点
検
業
者
、
清
掃
業
者
ら
が

会
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
、
市
の
要
請
に
よ
り
、

同
セ
ン
タ
ー
が
無
償
で
、
被
災
地

で
浄
化
槽
等
の
被
害
状
況
を
収
集

し
調
査
す
る
ほ
か
、
住
民
の
相
談

に
も
対
応
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
が
保
有
す
る
公
共
施

設
の
浄
化
槽
は
、
同
セ
ン
タ
ー
会

員
に
よ
り
有
償
で
応
急
復
旧
作
業

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る

津
波
浸
水
が
想
定
さ
れ
て
い
る
阿

万
地
区
で
２
月
19
日
、
阿
万
地
区

単
独
防
災
・
避
難
訓
練
を
実
施
。

同
地
区
の
連
合
自
治
会
と
消
防

団
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
、
公
民

館
が
主
催
し
、
地
域
を
挙
げ
て
避

難
訓
練
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

午
前
８
時
に
避
難
を
呼
び
か
け

る
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
、
住
民
は
各

自
治
会
で
決
め
て
い
る
１
次
避
難

所
へ
。
そ
の
後
、
津
波
が
落
ち
着

い
た
と
仮
定
し
、
２
次
避
難
所
の

阿
万
小
学
校
体
育
館
ま
で
徒
歩
で

移
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
団

員
は
避
難
路
危
険
個
所
の
把
握

と
、
長
距
離
無
線
に
よ
る
情
報
伝

達
訓
練
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
、
約
４
０
０
人
の
住

民
ら
が
体
育
館
に
到
着
。
体
育
館

で
は
、
震
災
・
学
校
支
援
チ
ー
ム

「
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
」
メ
ン
バ
ー
の
教

職
員
が
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の

発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
、
阪
神
淡
路

大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
時
の
避

難
所
生
活
に
つ
い
て
講
話
し
た
ほ

か
、
自
治
会
女
性
部
に
よ
り
豚
汁

の
炊
き
出
し
と
、
非
常
食
の
ア
ル

フ
ァ
化
米
が
配
給
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
鳴
門
橋
記
念
館
「
う
ず
し
お

科
学
館
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
改
修

工
事
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
３
月

18
日
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　

同
改
修
工
事
は
、
県
か
ら
同
施

設
の
移
譲
に
係
る
交
付
金
を
活
用

し
、
１
億
７
５
７
１
万
６
千
円
で
老

朽
化
対
策
と
、
１
億
７
２
８
０
万

円
で
う
ず
し
お
科
学
館
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

う
ず
し
お
科
学
館
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
で
は
、
鳴
門
海
峡
の
渦
潮
世

　

沼
島
の
黒
崎
海
岸
に
あ
る
さ
や

状
褶
曲
が
、
こ
の
度
県
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
１
億
年
前
の
地
球
の
し
わ
」
と

も
言
わ
れ
る
さ
や
状
褶
曲
。
大
地

に
か
か
る
圧
力
と
地
質
の
諸
条
件

に
よ
り
、
地
層
の
一
部
分
が
さ
や

状
に
突
出
し
て
出
来
た
褶
曲
で
、

地
表
で
こ
の
よ
う
な
地
殻
変
動
の

痕
跡
を
確
認
で
き
る
と
こ
ろ
は
世

界
で
も
数
例
と
大
変
珍
し
い
も
の

で
す
。
写
真
で
は
、
さ
や
状
部
分

が
削
り
と
ら
れ
地
層
が
同
心
円
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
褶
曲
は
、
潮
の
満
ち
引
き

で
水
没
す
る
た
め
、
近
く
で
観

察
で
き
る
日
が
限
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
大
潮
の
日
を
中
心
に
年
に
数

日
観
察
が
可
能
で
す
。

　

現
地
は
迷
い
や
す
く
大
変
危
険

な
場
所
に
あ
る
た
め
、
観
察
し
た

い
人
は
観
察
可
能
日
の
確
認
も
含

め
ガ
イ
ド
の
同
行
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

▲県の天然記念物に指定されたさや状褶曲

◎
沼
島
中
区
自
治
会

　

水
引
幕
の
新
調
、
太
鼓
の
張
替

行
い
ま
し
た
。

問
ふ
る
さ
と
創
生
課
☎
43
・
５
２
０
５

◎
沼
島
南
区
自
治
会

　

吹
流
し
の
新
調
、
屋
根
板
の
修
理


